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情報機能からみた銚子地域
一医薬情報の発信に着 I~I して一

小口千明

1.問題の所在

地理学の研究は，自然、と人間の関わりを命題と

し，あるいは人間が自然、に対して働きかけを行っ

た所産としての景観が独自の研究対象であるなど

古くからさまざまな議論カfある。しかし，その「人

間」を地理学としていかに捉えるかとの観点から

の追究は，これまで意外なほど乏しかった。すな

わち，地理学では景観の形成主体たる人間集団を

同質的存在とみなす傾向にあり，その人 11~1集団の

異質性を把握するうえでの地理学的知見の蓄積は

これまでのところ不十分といわざるをえない。

一例としてある地域の集落発達や産業の展開を

テーマとする場合を考えてみても，当該地域に居

住する人々はみな一様に健康で， JIつ経済を勘案

しながら機会あれば努力し続けるような人間像を

前提として立論を行うことが一般的である。地理

学が生きた人間を視野に収める以上，例えば‘ある

地主主の，あるいはある時代の人間がしゅ、なる肉付三

的・精神的コンデイションにあったかを把撮する

ことは研究上もっとも基礎作業と考えられるので

あるが，この点を押さえるための基礎的方法論は

雌立していなし、。また その反対に健康を害した

人々の存在はごく例外的であって，地理学が研究

対象とする事象への影響はほとんど存在しないと

する実証的見解も見受けられない。

人々の健康状態に関する検討は，歴史地理学的

テーマの研究において必要度がより増加する。そ

れは現代日本のように，傷病の症状が軽微な段階

から医師の診療を受け また健康保険が普及して

経済的にも受診が容易となる状況は過去の時代に

おいて想定不可能であり， さらに結核など重大疾

病における治癒率の著しい変化の問題もある。こ

のような状況から，本稿は銚子地域を対象として，

過去における地域住民の健康状態に関する何らか

のまIJ見を待ょうと試みたものである。

|亙日iliへの受診が今日と異なりかなり限定的で

あったH寺代において 一般庶民が傷病や体調不良

に対処する方法としては薬が重要であった。その

うえ健康保険が未発達な段階においては，保険の

適用を受けての制安な薬の入手方法が存在しな

かったため，薬~iIìで、の薬のJ!TIJ' 入や配↑lliL~の利用が

盛んであった。薬のなかでは，売薬とよばれる淵

合消みの市販薬や配世薬がH!:民生活と肢も|関わり

が深かったとみることができる O したがって，当

該地域においていかなる磁矧の売薬ーに多くの浦安

が存在したかを検討することにより，当該地域住

民が必要とした体制の改普箇所が推察されること

になる。また，地域住民は自らの体制不良を改普

するためにどの地成まで医薬情報を求めたか，す

なわち居住地域内の医薬情報で満足が得られたか

他地域にまでより質の高い医療情報を求めたか

が，いかなる売薬を地域住民が求めたかによって

判明すると考えられる O これらの事情から本稿は

上述の意図をもちながら，具体的には明治期から

IIjj手[j中・後期にかけての売薬需要からみて，銚子

地域の住民生活にはし 3かなる地域的特質が存在す

るかを明らかにすることを目的とするo

[.明治~昭和中・後期の銚子における薬業と

売薬需要

現銚子市街における薬業の発達について，銚子

薬業会]00周年実行委員会によれば 1) 史料上売

薬業の存在が雌認できるのは寛政 6(1794)年が最

も古く，後にヤマサとなる浜口家が元禄13(1700) 



年以来継続していた醤油醸造業が一時的に不振に

なった折の代替営業品目の一つであったとされ

る。浜口家による売薬業は一時的に十数年間行わ

れたのみで廃業となった。同委員会によれば，史

料的には未確認であるが，これより前元禄期に常

枝家が薬種商を創始した可能性があり，その後文
，.坤九‘ね

政 8(1825)年飯貝根に美呂津家の薬舗が創設され
みらおし

ると共に，伺年頃にはすでに新生付近に薬種商の

大底の存在が確認できるという。このほか加納家，

郷家，飯田家，寺島家などが江戸時代に創業した

薬舗であった。

明治に入り，同 7(1874)年医市IJ制度， 10年売薬

規則布告， 22年薬品営業並ニ薬品取扱規約制度と

新政府の西洋医学重視策に基づく制度改革が実施

された。医薬業をとりまく環境変化の中で，銚子

の各薬舗は営業人の薬剤師資格獲得や薬局化によ

りこれに対応した。明治43年刊行の『大日本薬業

者名鑑』によれば2) 同年における銚子町・本銚

子IIfJの薬業者には少なくとも薬局 2，薬種商 9，

製薬者 1，売薬業者 2が存在した。

これらの薬舗や薬舗への取次ぎj苫でいかなる薬

の需要が大きかったかが問題であるが，これまで

のところそれを示す史資料は発見できない。そこ

で，上記を含む市内薬舗のうち昭和中・後期の営

業内容が判明する各庖に聞き取りを行い，過去の

主要な取扱い商品について調査した。

(1)エピス薬局

昭和Jl4年開業。現当主は開業直後から庖頭での

販売経験あり O 戦前・戦後にかけてよく売れたの

は打ち身の薬「十三枚本世散J。昭和30年代から

40年代前半にかけては同じく消炎用膏薬「百高石」

がよく出た。その後，湿布薬「サロンパスJや「ト

クホン」が売れるようになった。銚子には鋭灸医

が多く，通院する患者も多かったが，そのうえ膏

薬がよく売れた。季節としては夏によく売れた。

このほか，整j揚薬「ワカモト j rエピオス」が売

れた。目薬も主力商品で r大学目薬」や「布田

目薬」が売れた。 一時的に鎮痛剤「ノーシン」や

解熱剤「アスピリン」がよく出たこともあったが，

持続はしなかった。

(2)美呂津薬局本!苫

文政期創業，先々代により明治23(1890)年薬局

となる。現当主は昭和20年代以降薬局に関わった。

昭和30年代まで「美呂津健胃散jr健胃消化斉IJjr健

胃鎮痛剤j r美呂津整腸止潟薬j r美呂津頭痛薬」

「安寧散jr美呂津点眼斉lJjr美呂津虫下しJ r美

呂津水虫薬」を製造販売し，とくに「美呂津健胃

散J が主力商品であった。頭痛薬・風邪薬「安寧

散」もよく売れた。特別の名称は付さなかったが

痔疾用の座薬も製造販売した。膏薬は当薬局独自

の処方による商品は持たず rイ一三枚本世散」の

取次ぎ販売を行った。昭和10年代には性病薬・化

膿止めの山之内製薬の「アルパ汁」が売れた。当

時は缶詰販売と写真取次ぎも行っていた。 それよ

り遡り大正11(1922)年干IJ fl"銚子みやげ」での当薬

局の広告3)には，営業品目として「処方調剤 純

良医薬理化学工業用薬品 有名売薬衛生材料

医療用理化学用器械類各種薬物線香類煉

乳及滋養斉IJ 洋酒錨詰類絵具染料塗料

類」とある。

(3)宮内薬局南応

昭和29年創業。昭和40年位までは打ち身の治療

薬がよく売れた。主力は「百寓石」と「十三枚本

世散J であった。 イワシが大量に揚がっていた時

分には，漁師が船に薬を積み込んで出かけた口当

時は目薬もよく売れた。今日と異なり自薬の種類

は少なく r大学目薬」と「口一ト目薬」が主力

であった。このほか胃薬「太田胃散j，風邪薬「ル

jレj，虫下し「サントニン」がそれに次いだ r養

命酒」も売れた。

(4)美日津薬局支庖

昭和36年開業。現当主は支庖開業以前から美呂

津薬局本庖の業務に携わった。支庖開業後，膏薬

「十三枚本世散」と「百寓石」は主力商品で、あっ

た。美呂津氏は一時期「十三枚本世散」製造元の

高安家に薬剤師資格所持者として関与したことが

あった。「十三枚本世散」も「百寓石」も，開業

当初よく売れていた時分は散斉iJや練薬で，使用者

が酒や酢で溶かして布に塗布し患部に貼付けた。

その後，布に薬剤が塗布しであるバップ剤や「サ



ロンパスJ 等が普及するようになり，散斉IJや練薬

タイプの替薬の売れ行きが低下した。

(5) スガヤ薬局本庖

昭和 7年開業。現当主は昭和30年代から薬局業

務に携わった。当時最も売れたのは打ち身治療用

の「百高石J で，取次ぎの問屋から「銚子は全国

で、一番売れるJと言われていた。同じく膏薬の「十

三枚本世散」も扱ったが，これもよく売れた。後

に，肩凝り用の「トクホンJ が売れるようになっ

た。昭和30年代にはE薬もよく売れ，とくに「布

田の目薬」が好評であった。

以上の状況から，銚子地域の薬剤需要には興味

深い特徴があることがわかる。それは，打ち身等

に効能がある膏薬の需要が大きいことである O 上

記各薬舗に共通する膏薬の需要に対しそれぞれ

の薬舗が独自の膏薬を製造販売しようとする動き

がみられないことも特色で，薬剤師資格を保持し

て胃薬をはじめとする種々の調剤を行っていた美

呂津薬局本庖においても膏奮高膏'薬は独自の調斉弗剤iリlによ

る製品を売り出さずず、に「円イ十一三枚本世

を行つていたO もちろん美呂津薬局をはじめ，薬

剤師として医師の処方に基づく高度な調剤も数多

く手がけたことと思われるが，膏薬という当地特

有の大型需要に対し他庖製品の取次ぎで対応、した

ことはs むしろ「十三枚本世散」や「百高石」に

対する地域住民の信頼の大きさを物語るものと考

えることができょう。この「十三枚本世散」は千

葉県新島村(現，佐原市)，γ百高石J は神奈川県

) 111崎市で製造されたどちらも他地域製造品であっ

た。すなわち，上記各薬舗の状況からみると，銚

子地域には膏薬に対する強い需要が存在するにも

かかわらず，それに対応する薬品の製造は銚子地

域内で隆盛とはいえず，他地域における製品にか

なりの程度委ねていたとみなすことができる。巨

薬に関しても共通点が存在する。膏薬に次いで各

薬舗に対する目薬の需要も大きかったが，美呂津

薬局本j苫を除き各薬舗では「大学告薬」や「布田

目薬」など既に信用を得ている薬品の販売に力点

を置いた。これは当時の製薬事情からみて妥当な

判断であると思われるが， しかしながら銚子地域

に相当程度の自薬の需要が存在するにもかかわら

ず，他地域生産品に依存する傾向にあったことは

事実である O これらの状況は 膏薬や目薬に関す

るs情報という観点からみると，銚子地域は情報発

信地としてよりも情報受信地としての側面に特色

が求められる可能性をもっO

TII. r十三枚本世散J の生産地とその販路

「十三枚本世散」は千葉集香取郡新島村扇島(第

第 1図 本世散製剤所(高安家)の位置

5万分の 1地形図「潮来J (1902) 
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第2!翠 十三枚本世散の包装

1図)の高安家において昭和40年代まで製造出荷

された葎薬であった(第 2図)。向薬の効能は薬袋4) 

の表記によれば「ほねつぎ うちみ くじき 其

他筋骨の痛所によし」あるいは「骨折・打撲・捻

挫・筋痛・腰痛等の消炎鎮痛によしj とあり，主

成分はオウバク末(100グラム中24グラム)・焼オ

ウバク(I吉]19グラム)・楊梅皮末(同36グラム)等で

ある O 散斉IJであったため，用法は「飯;j:1iJJに酒又は

酢を入れ練合わせて流動状となしこれに約同量の

本剤を入れてよく混合し泥状となし紙又は布片に

くのべて局所に貼用する」ものであった。

「十三枚本世散」の製造は高安家の来歴と深い

関わりがある O 高安家は始祖は河内国高安郡とさ

れる5)が，下総新島に転居して以来日代，接骨術

を業とする家系であった。代々宗悦を襲名，家イ云

の接骨術と薬業により高名であったとされる。

「ート三枚本世散」創始の時期は明らかではないが，

14代宗悦(弘化3年生)の時代にはすでに相当量の

製造販売が行われていたことが資料的に明らかで

ある6)。また， 15代(明治14年生). 16代(明治45

年生)がそれぞれ当主で、あった時期には自宅内に

設立した「本ttt堂病院7)」(第 3図)において診療

にあたり，この受診の使のために当時の佐原・潮

来間の定期船では高安家の門前に停留所が設けら

れたり， f，病院船」とよばれる通院専用の直行便

が津ノ宮(鳥居河岸)から高安家まで運行されるな

ど，地域住民の支持を集めていた。本世堂病続は

接骨や打撲治療を中心とする外科が専門であり，

長時間かけての通院に不向きな患者も多かったこ

とから，早期から入院施設が併設さていたことが

特色の lつである。入院施設に対する需要は大き

く満員状態が続色患者から「廊下でよいからお

いてほししU との要望があったり，扇島内の農家

に頼んで宿泊しながら通院する患者が現れるなど

本世堂病院の評判は高かった。治療方法において

はl人の患者に対して10分を超える家伝の採捺法

を施すとともに，酢で溶いた円ー三枚本世散」を

J君、部に塗布する点にもう lつの特色があった。こ

のような本世堂病院の名声と表裏一体となって，

本世堂が処方する「十三枚本世散J の普及が進行

したものとみられる O なお，各地に多くの病院が

設立される第二次大戦後においても本世堂病院へ

の患者の集中は続くが，これには高安氏の治療技

術が高水準で、あったことに加え，当地は昭和40年

代までエンマ(江開)を利用した水上交通依存地域

であり 8) 骨折患者等にとって通院のための移動

がパス乗換え等に比べ比較的容易で、あったことも

一要因として関わりがあると筆者は考える O

さて rト三枚本世散」はどのような地域に普

及したか検討したい。高安家所蔵の γ本世散製薬

部諸記録簿」に明治末・大正期における同薬の出

荷先・出荷量の記載があり，これを用いて明治44

第3図本世堂病院の正面
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(1911)年 1-12月における出荷状況を示したもの

が第 4図である。図中最も出荷量の多い東京神田

は，大木合名会社 1社に対する在日しである。また，

東京日本橋は出荷先が「大野一角丸J とある O そ

の他の出荷先は個人名であり，取扱い量からみて

も大半は小売薬舗とみられることから地域需要を

反映するものと考えられる。

この図から「十三枚本世散」は千葉県北部・茨

城県南部および一部東京に需要地域が広がってい

ることがわかる O 高安家敷地内の本世散製剤所で

製造された関薬は，本国で示された地域への出碕

のほか，高安医師が産接患者治療用に用いるもの

と震人による行商用があった。行語は 2人の専属

者が担当し，主として東北地方を巡田したと伝え

られるが，詳細は目下のところ不明である O しか

し，それを含めて本国以上に需要地域の広がりが

認められることはほぼ確実であり r十三枚本世

散J の及ぼす影響は製造地近辺の局地的範囲に留

まらないことが指摘できる。さらに，本稿との関

Jr 
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わりから注目されるのは銚子地域の位置づけで，

銚子も「十三枚本世散」の需要地域に組み込まれ

ている。すなわち，時代は異なるもののこれは上

述した銚子市内の薬舗に対する聞き取りの結果と

符合するもので r-十三枚本世散J という医薬品

に関する限り，銚子は新島村から発せられる薬に

依存した地域であった。売薬製造は原料立地型に

よる成立との側面が弱く 立地には各地から収集

した原材料をいかに調合するかその情報と技慌の

存在が重要との情報産業的側面をもっ9)。この点

からみて円一三枚本世散」もさきに示したように

オウバクなど利根川中・下流域では生産されない

原材料が用いられており，むしろ調合のための情

報と技術に独自性が存在したといえよう。オウバ

クなど原材料自体は移入すれば劉i子地域において

も入手可能な物資であり，それにもかかわらず銚

子が「十三枚本世散」に依存したとの事実は，当

時の銚子は骨折・打撲等治療に関する医薬情報の

受信地であったとみなすことができる O

" ~~。
o 30km 

第 4図 十三枚本世散の出荷先および出荷量

一一一明治44(1911)年一一

資料) r本世散製薬部諸記録簿」による。



N.銚子における膏薬の製造

銚子地域に医薬情報の受信地としての側面が存

在するとしても，医薬情報の発信地としての側面

は存在しなかったのであろうか。明治前期に人口

26，000人を数える当時の千葉県下最大の都市にお

いて， 何ら医薬情報の発信機能が存在しなかった

とは考えにくい。事実，前述した美呂津薬局(本

庖)では胃腸薬をはじめとする独自の製剤を行っ

ていたし，このほか加納屋薬舗の「家伝清命丹」

(第 5図)も特色ある存在であった。しかし膏薬

に焦点を当てると，そこには銚子における興味深

い状況が浮かび上がる。

筆者の認可査によれば，銚子では少なくとも 2種

類の鶴:薬が製造されていた。ここで，それぞれに

ついて概要を記しておく。

①滑J11利勝家(野尻)による「吸出 LJ ・「き

ず諜」 ・「シンシャ(辰砂)J

野尻集落のほぼ中央部に位置する滑J11手Ij勝家は

滑)I jj藻粥家から元禄期に分家し，以後医者を業と

したと伝えられる。製薬の創始に関して伝承はな

いが，製薬は昭和50年代前後まで、行われていた。

製造された薬は標記の 3種類で r吸出し」はお

でき rきず、薬」は創や火傷，痔，乳児のオムツ

かぶれ， γシンシヤ」は口内炎の薬であった。い

第5図 加納屋薬舗における「家伝清命丹」

ずれも練り薬で，近隣からの求めに応じ計り売り

を行った。薬に通称は存在したが特に受録薬名は

つけず，少量の製造であったので販路は広域では

なかった。

② 永沢さく・つる子家(唐子町)による「万能

阿尾膏薬」

永沢氏は第二次大戦前には銚子市街白i幡神社付

近(現， 中央町)の居住で，家業は軍馬の銅料製造

を行う傍ら，さく氏とつる子氏のみが膏薬を製造

した。永沢家は始祖(寛延元ニ1748年没)が紀州藩

の御用医師と伝えられ r万能阿尾膏薬J(第 6図)

はそれ以来の家伝とされている。さく氏は売薬免

許証(第 7図)を取得 して製造にあたり， さく氏の

孫に相当するつる子氏がよりJ力を したが， さく氏の

没と相前後して昭和40年代に製造を中止した。こ

の膏薬は当帰 ・メぢ薬・地黄・桂枝等を原料とする

練り薬で，腫物 ・火傷等に効能があった。さく氏 ・

つる子氏ともに製薬は副業であったため，宣伝を

行って販路拡大を願う意思はなく，近隣ーからの需

要と家伝を守る意味あいが強かった。年に 2回春

と秋にそれぞれ鍋に l杯分ほどの量を製造するの

みで，一時期協力者をえて行商を行ったことも

あったが，基本的には経済行為との考えではな

かった。そのぶん家伝としての製造技法は厳格に

守り，さきの原料を単に混ぜるだけではなく，密

室で薬師如来像を描いた掛軸を掛け，呪文を唱え

来阜季市

よさ当主

i 唐
tρ ぞ家子

護町世

てや
ぐ}

製 jc
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第6図 万能阿尾膏薬の包装



第7函 永沢家の売薬免許証

一一大正13(1924)年一一

たり練り棒を口にくわえるなど秘技を行いながら

約 l時間半かけて繰り上げた。練り上がった薬は

冷まして固まったものを包了で切り，蛤の貝殻に

詰めて製品とした(第 8図)0 

以上のように滑)11家の「吸出 LJ 等や永沢家

の「万能阿尾膏薬」はそれぞれ独自色の強いもの

で，また根強い愛用者も存在したが，いずれも営

業行為としての側面は強調されず販路拡大には積

極姿勢がとられなかった。そのため，共に有主主な

効能を有するにもかかわらず比較的狭い範囲の

人々に愛顧されることが中心で，広域からの需要

は少なかった。その結果，銚子地域では「十三枚

本世散」や f否高石J など他地域生産による膏薬

への依存が強まったものと考えられる。銚子では，

地域内で生産される特色ある膏薬が存在したにも

かかわらず前述した市内の各薬舗においてこれら

が販売されなかったことは，この状況を端的に表

すものといえよう O

第8図 万能向j毛膏薬の内容

蛤容器内の黒色の閤形物が

万能11可尾膏薬。

という視角からその特:色を捉えることを意図し，

具体的には庶民の健藤維持と密按な関わりをもっ

売薬の需要からその地域的特質を明らかにしよう

と試みたものである O 売薬の生産は原材料の入手

の難易によりその立地が左右されることは少な

く，むしろ原材料の調合方法に関する情報の存在

がその立地のために有効に機能する。このことか

ら，売薬業の成立は当該地域における医薬晴報の

発信・受信機能の指標になると考えることができ

ょっ O

さて，銚子地域をみると，第二次大戦前後を中

心に売薬の需要は膏薬に対して大きかったと判定

された。これは，本稿で、調査を行った薬舗にほぼ

共通する現象であった。しかしながら，各薬舗で

は膏薬に関しては自家製造あるいは銚子地域で生

産される製品をほとんど用いずに，他地域で生産

される
γ
十三枚本世散」や「百寓石」に依存して

きた。特に佐原近郊の新島村で製造される「十三

枚本世散」は，製造元高安家に伝わる家伝の医療

V.結語 技術とともに広く人々の間に普及し，利根川下流

域に確たる需要閣を形成した。銚子はこの「十三

本稿は地域で活動する人間集団に対し健康状態 枚本世散」の需要問に内包される地域であり，こ



のことから膏薬に関する医薬情報としては，銚子

は新島から発信される情報の受信地とみなすこと

ができる。

しかしながら，銚子地域に膏薬に関する情報の

発信機能が存在しなかったわけではなく，滑)11家

の「吸出しJ や永沢家の「万能阿尾膏薬J など個

性ある膏薬が存在し，医薬情報の発信も認められ

た。ところが両薬とも製造者による販路拡大がさ

ほど意識されなかったために，根強い愛顧は存在

したものの，需要閣はかなり限られた地域範囲で

あった。そのため，銚子とその周辺地域に及ぼす

両薬の影響は比較的小規模となった。

歴史的にみると千葉県最大の人口を擁した時期

をもっ銚子であるが南薬を中心とする医薬情報

に着目すると都市特有の中心性が強力とはいえ

ず，むしろ局辺の村落部から発信される情報の受

信地域であったといえよう 10)。銚子のもつこの

地域的性格は，その後の銚子地域の変容を理解す

本研究を進めるにあたっては，平成 6・7年度文

部省科学研究費補助金一般研究C(研究代表者:小口

千i札課題番号06680135)，平成 9年度同補助金基盤

研究c(研究代表者:小口千明，課題番号09680150)， 

平成 9年度筑波大学学内プロジェクト研究費の一部

をf吏j召した。
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